
概 要

思春期 の小児 がん長期 生存者は、多 くのス トレス を経験 してい るにもかかわ らず、健

康 な社会生活 を送 り弾力性(レ ジ リアンス)が 高い こ とも報 告 されてい る。この研 究の

目的は、入 院 中に高め られた レジ リアンスが長期生存者 で は どの よ うに変化す るのか、

そ の要因 とプ ロセス を探究 し、それ を基 に、思春期 の小児 がん患者 と長期生存者が社 会

復帰す るた めの、ネ ッ トワーク作 りの支援 を構築す る ことで あった。

研究方法 は、前 回の研 究 「思春期 にある小児 がん患者 の弾力性(レ ジ リアンス)を 高

める要因で ある精神 的 な強 さ」と同様 にケー ススタデ ィー で行 い、調査方法 は半構成 的

面 接 法 を使 用 し、 面 接 デ ー タ はパ タ ー ン適 合 の方 法 で解 析 した。 パ ター ン に は

Self-SustainingProcess(自 己を激励 す るプロセス)の モデル を用 いた。対象者は12

～24歳 までの、小児 がんで入院治療 の経験が あ り退院後1年 以上 フォ ロー され ている

長期生存者7人 と、その母親 で あった。母親 には長期生存者 と同様 に、簡 易性 日本語版

自己概念用紙 とソー シャルネ ッ トワークマ ップで調査 を行 った。

前 回の調査 では、 レジ リア ンスの高 め方 は初発者 と再発者 との間で相違が見 られた。

初発者 は、復 学す る とい う目的 を持 ち勉 強 し始 めたのは退 院 が決 定 した ころで あった。

初体験で もあ り入院 中は治療 に専念 していたた めだ と考 え られ る。再発者 は過去 に経験

が あるた めか、入院 の早い時期 に復学す るこ とを 目的 とし勉 強 に取 り組 んでいた。また

入院 してか らも病名 を告知 してい る親友や学友 と交流す るな ど、入院前 の社会生活 を維

持 していた。

今回の調 査で は、友達 に 自分か ら告知す ることが レジ リア ンス を高 める要 因の一つ と

考え られ る。 告知す るこ とにつ いては初発者 と再発経 験者 で相 違 は見 られ なかったが、

告知す る 目的について は相違 があった。初発者 は友 達 との交流 を持つた めであ り、その

ために学力 を取 り戻す ことや 体力 の回復 を願 っていた。後者 は友 達か ら自分の ことを よ

く理解 して もら うた めで あ り、また将来、人のた めにな る ことを 目標 として いた。この

研究 は、対象者数 が少 な く妥当性 を高 め るために追加調査 が必 要であ る。

小児が ん患者や長期 生存者 が、入院生活 か ら復学 とい う社会復 帰をす るために、自分

か ら友達へ告知す るこ とが大切で ある と考 え られ る。医療 関係 者 ・家族 ・教師は このこ

とを理解す る ことが重要 である。また患者や長期生存者 のた めに、告知 でき るよ うな勇

気づ けや告知で きる よ うな環境 を整 える ことはもちろん、親 が病気 の子 どもへ告知す る

勇気 を得 るた めの支援 も必要 である。これ らの支援 が患者や 長期生存者 の レジ リアンス

をよ り高 め、生活 の質 を向上 させ るこ とが できる と考 え られ る。


